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2007年能登半島地震に伴う地殻変動連続観測結果

Strain change observed by the extensometers associated with the Noto-peninsula Earth-
quake on March 25, 2007.
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2007年３月 25日の能登半島地震の際に中部・近畿地方に展開している京都大学防災研究所の観測所で観測された地
殻変動連続観測結果を報告する。とくに震源近傍の宝立観測点では、地震発生の１週間前に電源回路の異常が発生した
が幸いにも数日前に自然回復し、coseismic変化ならびに前後の変動を記録している。直前に大きな気圧の谷が通過して
いるのでその擾乱を受けているが、BAYTAP-Gにより可能なかぎりその影響を取り除いた結果を示す。


